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＜連絡事項＞
・入浴介助の患者様の入浴時間は食後、30分～60分休息時間を設け対応しましょう。
・南病棟でもコロナ患者様発生し、南病棟の立ち入りが制限となります。
配膳、下膳のやり方、洗濯の提出方法、CSセットの納品・保管方法が変更となっていますので、　詳細は病棟メール参照して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・太田　富夫様～明日、通帳記帳を目的とした外出に行く事を説明しています。
年金より、既に入院費の金額が大きい事、当然、施設入所の

方が入院費より大きい場合が多く、自宅も住めない状態。

保護者である兄様も、施設入所を望んでおり、自宅（兄様宅）

へ自身の軽トラ駐車、同居等は断わられる可能性が高い事を

説明。（今週土曜日、主治医面談）生活保護を受けるのであれ
ば、車も手放さなくてはいけない等、今後の生活環境はどう
したいのか問うと施設入所を進めて欲しい、生活保護を受け
たいと話され、SWに伝えています。
・民部田　和哉様～レストラン移動前にスタッフに言われた事で落ち着かないと
　　　　　　　　　話し、12：25継続指示レキソタン錠（5）1T服薬。些細な
　　　　　　　　 事で頓服必要であれば、退院後の生活環境をどのように
　　　　　　　　 考えているか問うと「施設です･･･」と。何故、青山荘退所
し当院に入院となったか、自身の生活に関して見直す様
説明しています。
・三浦　綾子様～青山荘体験利用を9/9に予定していたが、コロナ蔓延の
恐れがあり延期となった事、体験利用再開となったら
お知らせする事を説明し、不満訴えなく了承されています。
＜要注目患者様情報＞
・寺井　恵利子様～外の景色を眺める等、注意力散漫な場面あるも、プログラムに
参加出来ており、日課自体はスムーズです。
　
・小笠原　文人様～やや歩行小刻み、呂律不良さありますが、歩行は安定しており、
他者トラブルなく日課も行えています。
＜金Dr.診察＞
・小笠原　文人様～呂律不良で聞き取り辛く、スタッフから生活状況報告し、

本人も納得。処方は7日分継続処方となっています。
・井上　和美様～ツムラ八味地黄丸エキス顆粒止め、オランザピンOD錠（5）

7日分継続処方となっています。
・坂本　福子様～体調尋ねられると「いいようです」と発言した後無言。
発言しない理由を問われると、自身で起きられない等を

　　　　　　　 自覚し、「1人暮らしは無理だと諦めてます･･･

　　　　　　　 諦めてましたが･･･起きられないのが致命的です･･･」

              「転院はしたくないです･･･」と。いずれにせよ、当院は
一生入院する場ではない事から、主治医から、目標を
持って生活する様助言受けています。臨時薬同内容で
7日分処方となっています。

・田中　文男様～他者が診察中で呼ばれていないにも関わらず、
診察室前まで来詰し、注意行っています。
診察では「この先どうなるかなって思いがあります」と
話していますが、今後については自身で決めかねている

　　　　　　　 様子。主治医からは、長期に入院させる事はしたくないと
告げられ了承。臨時薬同内容で7日分処方となっています。
昨日、従兄弟様が来院し、スタッフと話した内容を主治医へ

　　　　　　 　報告しています。
・飯豊　信雄様～「今日は午前中計算やってきた」と主治医へ報告。
不調の訴えなく、処方変更なし。
・角濱　義弘様～「体調はいいです」と。入院期間もまもなく3年に近付き
主治医から、退院日を12月半ばと設定、年内に退院して
頂く事を説明し本人も了承。
スタッフから、同じように長期入院している女性患者様と、
情報交換していると報告しています。
　　　　　　　　
＜小栁Dr診察＞

・小柳Dr年休の為、本日診察はありません。
＜深澤Dr診察＞

・下妻 康貴様～今後の生活環境としてGHを目指す事で本人了承。
主治医からも近隣のGHの情報を本人へ説明。担当Ns、
SWへ入所を進めるよう指示受けています。
診察終了後、本人より、こころすこやか財団系のGH入所を
拒んできたのは、スタッフが嫌なわけではなく、利用者が
嫌だったと。スタッフにはお世話になったと話し、

ここすこ系の施設でも構わないと話しがありました。
・五日市　規様～本人体調の変化もないと。処方変更ありません。
